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ネガティブ・オプション（送り付け商法）とは、注文していない商品を勝手に送り付

け、その人が断らなければ購入したとみなして、代金を一方的に請求する商法です。 

売買契約に基づかず、代金を得ようとして一方的に送付された商品について、消費者

は、その商品の送付があった日から起算して14日間経過しなければその商品を処分する

ことができませんでした。 

しかし、今回の特定商取引法の改正により、2021年７月６日以降に売買契約に基づか

ず、代金を得ようとして一方的に送付された商品について、消費者は直ちに処分するこ

とができるようになりました。 

 

 

 
        

 

 

 

 

 

 

 

特定商取引法が改正 
～一方的に送り付けられた商品は直ちに処分可能に～ 

 

2021年７月30日（金） 

愛知県県民文化局県民生活部県民生活課 

消費生活相談・消費者教育グループ 

担当 寺澤、橋本  

内線 5031・5032 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 052-954-6165 

☎

○ 自分宛に宅配便が届き、開封すると中身は注文した覚えのないブランド品に類似した財

布だった。請求書も同封されていたので支払ってしまったが、返金してもらえるか。 

○ 海外から自宅に注文していないマスクが届いた。開封してしまったが、代金を請求され

たらどのように対処したらよいか。 

本事業は、ＳＤＧｓの｢４ 質の高い教育をみんなに ｣ 
｢１２ つくる責任 つかう責任 」等に資する取組です。 

相 談 事 例 

〇 「御注文の商品を送付しましたので代金の支払をお願いします。」といったように売買

契約があったかのように装ったとしても、売買契約は成立していないため、一方的に送り

つけられた商品について代金を支払う必要はありません。この場合、消費者は、一方的に

送付された商品について、直ちに処分することが可能です。 

〇 また、売買契約に基づかず一方的に商品の送付を受けた者が、誤って金銭を支払ってし

まった場合、事業者に対し、その誤って支払った金銭の返還を請求することが可能です。 

〇 海外から日本国内に居住する消費者に送りつけられた商品についても、特定商取引法の

規定は適用されます。 

〇 なお、注意点として、届いた商品が誤配送のようにネガティブ・オプションに該当しな

い場合もありますので、心当たりのない荷物が届き、対応に困った場合、不審に思った場

合は、｢消費者ホットライン☎ 188｣に相談してください。 
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